
の
ロ
ス
ト
ル
施
設
が
約
一
㍍
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
る
。
長
さ
約
六
・
五

㍍
、
幅
一
・
三
㍍
を
測
り
、
小
田
分
類
の
法
隆
寺
系
Ⅰ
式
が
四
点
出
土
し

て
い
る
。

四

各
寺
院
出
土
瓦
と
生
産
遺
跡

古
瓦
研
究
諸
説

九
州
の
東
玄
関
口
で
あ
る
豊
前
地
方
は
、
九
州
の
中

で
も
い
ち
早
く
多
く
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
、
朝
鮮
半

島
と
畿
内
地
方
の
文
化
が
導
入
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
節
で
記
し
た

よ
う
に
、
各
寺
院
か
ら
発
見
さ
れ
る
古
瓦
文
様
及
び
技
術
面
に
、
そ
れ
ら

の
文
化
導
入
の
残
滓
を
見
い
だ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
古
瓦
は
、
以
下

「
朝
鮮
系
瓦
」、「
畿
内
系
瓦
」、「
大
宰
府
系
瓦
」
に
大
別
で
き
、
更
に
細

分
化
さ
れ
る
。

①
朝
鮮
系
瓦
…
…
百
済
系
・
新
羅
系
・
高
句
麗
系

②
畿
内
系
瓦
…
…
法
隆
寺
系
・
川
原
寺
系
・
平
城
宮
系

③
大
宰
府
系
瓦
…
老
司
式
、
鴻
臚
館
式

�１

朝
鮮
系
瓦
に
つ
い
て

朝
鮮
系
瓦
に
つ
い
て
は
小
田
富
士
雄
に
よ
っ
て
論
究
さ
れ
て
お
り
、
近

年
で
は
真
野
和
夫
、
亀
田
修
一
ら
の
私
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

１

百
済
系
瓦

百
済
系
古
瓦
は
京
都
地
域
で
四
寺
院
、
山
国
川
流
域
で
二
寺
院
、
宇
佐

地
域
で
二
寺
院
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
豊
前
地
方
発
見
の
軒
丸
瓦
の
特

ち
ゅ
う
ぼ
う

徴
は
、
中
房
に
一
＋
六
の
蓮
子
を
配
し
、
蓮
弁
は
単
弁
八
弁
で
弁
の
先

か
ん
べ
ん

が
い
え
ん

端
が
反
転
し
、
そ
の
両
側
が
凹
ん
で
い
る
。
ま
た
、
間
弁
は
短
く
、
外
縁

じ
ゅ
う
け
ん

は
一
重
圏
が
巡
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
あ
る
軒
丸
瓦
は
「
九
州

式
単
弁
瓦
」
と
呼
称
さ
れ
、
畿
内
で
発
見
さ
れ
る
初
期
寺
院
の
単
弁
瓦
と

は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

小
田
は
蓮
弁
の
形
態
を
三
種
類
（
Ａ
〜
Ｃ
）
に
分
類
し
、
Ａ
か
ら
順
次

豊前地方出土の各系統古瓦

寺跡名

各系瓦名

百済系軒丸瓦

新羅系軒丸瓦

新羅系軒平瓦

高句麗系軒丸瓦

法隆寺系軒平瓦

川原寺系軒丸瓦

平城宮系軒丸瓦

老司系軒平瓦

鴻臚館系軒丸瓦

大
分
廃
寺

○

○

天
台
寺

○

○

○

○

菩
提
廃
寺

○

○

椿
市
廃
寺

○

○

○

○

豊
前
国
分
寺

○

○

○

○

○

○

○

上
坂
廃
寺

○

○

○

木
山
廃
寺

○

○

○

垂
水
廃
寺

○

○

○

▲

相
原
廃
寺

○

塔
の
熊
廃
寺

○

小
倉
池
廃
寺

○

弥
勒
寺

○

○

○

法
鏡
寺

○

○

○

○

虚
空
蔵
寺

○

○

○

第２章 仏教文化の盛衰

389



相原廃寺 垂水廃寺 椿市廃寺 
木山廃寺 

法 鏡 寺 
豊前国分寺 上坂廃寺 

天 台 寺 
大分廃寺 

天 台 寺 

垂水廃寺 

垂水廃寺 
大分廃寺 

塔の熊廃寺 

虚空蔵寺 

椿市廃寺 
大分廃寺 

蓮
弁
の
旧
・
新
の
退

化
過
程
を
示
し
、
そ

れ
に
外
縁
を
五
分
類

（
Ⅰ
〜
Ⅴ
）
し
て
、

蓮
弁
と
組
み
合
わ
せ

て
、
時
期
的
な
変
遷

を
た
ど
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
九

州
で
発
見
さ
れ
て
い

る
初
期
単
弁
軒
丸
瓦

の
時
代
位
置
付
け

は
、
大
野
・
基
肄
二

城
の
築
城
時
期
を
天

智
天
皇
四
年
（
六
六
五
）
と
す
る
歴
史
上
の
事
実
に
、
基
肄
城
出
土
の
単

弁
軒
丸
瓦
が
、
豊
前
地
方
の
各
寺
院
か
ら
出
土
す
る
軒
丸
瓦
と
類
似
す
る

こ
と
を
指
摘
し
、
更
に
、
そ
の
瓦
の
祖
形
を
百
済
武
王
時
代
の
益
山
、
王

宮
里
の
帝
釈
寺
に
使
用
さ
れ
た
瓦
に
求
め
、
泗
�
時
代
後
期
の
様
式
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
九
州
に
導
入
さ
れ
た
年
代
を
七
世
紀
後
半
ご
ろ
と
推

定
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
豊
前
地
方
出
土
の
百
済
系
単
弁
瓦
が
、
い
つ
の
段

階
で
導
入
さ
れ
た
か
、
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
正
倉
院
文

書
の
『
豊
前
国
大
宝
二
年
戸
籍
断
簡
』
に
見
え
る
、
秦
部
・
勝
等
の
渡
来

人
系
氏
姓
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
関
係
か
ら
、
七
世
紀
後
半
ご
ろ
に
は
筑

前
地
方
と
異
な
っ
た
、
独
自
の
渡
来
人
系
氏
族
の
仏
教
寺
院
が
建
立
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

２

新
羅
系
瓦

新
羅
系
瓦
は
百
済
系
瓦
と
出
土
を
同
じ
く
す
る
寺
院
が
あ
る
。

図３―１２ 豊前地方出土の百済系軒丸瓦

図３―１３ 豊前地方出土の新羅系軒先瓦
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天台寺 
椿市廃寺 
豊前国分寺 

・
宇
佐
地
域
…
虚
空
蔵
寺

・
山
国
川
城
…
垂
水
廃
寺

・
京
都
地
域
…
椿
市
廃
寺

こ
の
三
寺
院
は
豊
前
地
方
の
中
で
も
後
世
ま
で
強
い
特
色
を
持
ち
続

け
、
各
郡
の
代
表
寺
院
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
新
羅

系
瓦
の
軒
平
瓦
を
検
討
す
る
と
、
前
三
寺
院
と
と
も
に
田
河
郡
の
天
台
寺

が
浮
か
び
あ
が
る
。
流
麗
な
文
様
を
施
し
た
天
台
寺
軒
丸
瓦
は
、
宇
佐
地

域
の
虚
空
蔵
寺
と
と
も
に
新
羅
系
瓦
の
上
限
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
同
じ

く
真
野
和
夫
も
天
台
寺
及
び
虚
空
蔵
寺
の
瓦
等
を
検
討
し
、
天
台
寺
が
新

羅
系
瓦
の
走
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
小
田
は
こ
れ
ら
の
寺
院

相
互
関
係
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

帰
化
人
系
氏
族
構
造
に
ふ
れ
、
豊
前
戸
籍
断
簡
に
見
え
る
秦
氏
を
強
く
評
価
し
、
同

様
に
豊
前
国
風
土
記
逸
文
に
あ
る
豊
前
国
香
春
神
（
新
羅
神
）
と
採
銅
と
の
関
係
を
、

秦
氏
の
一
連
事
業
と
し
て
理
解
し
、
豊
前
国
の
新
羅
系
瓦
の
出
現
を
帰
化
人
系
集
団

の
存
在
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
新
羅
仏
教
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。

各
研
究
者
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
天
台
寺
軒
丸
瓦
と
観
世
音
寺
鐘
、

京
都
妙
心
寺
鐘
の
撞
座
・
上
帯
・
下
帯
の
唐
草
文
の
比
較
と
妙
心
寺
鐘
裏

面
に
残
る
銘
文
は
七
世
紀
後
半
を
示
し
て
お
り
、
豊
前
地
方
を
生
活
の
拠

点
と
し
、
新
羅
仏
教
を
宗
教
思
想
と
し
た
、
半
島
色
の
濃
い
文
化
が
拡
充

し
て
い
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
最
も
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
前
節

で
記
し
た
よ
う
に
天
台
寺
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

３

高
句
麗
系
瓦

高
句
麗
系
の
瓦
は
、
天
台
寺
と
椿
市
廃
寺
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
両

者
は
同
笵
関
係
に
あ
り
、
至
近
距
離
と
い
う
関
係
も
含
め
て
工
人
及
び
笵

の
移
動
な
ど
密
接
な
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
代
の
豊
前
地
方
に
は
朝
鮮
三
国
時
代
の
文
化
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
が
古
代
瓦
か
ら
証
明
さ
れ
る
。

�２

畿
内
系
瓦
に
つ
い
て

１

法
隆
寺
系
瓦

法
隆
寺
系
軒
平
瓦
は
、
小
田
富
士
雄
に
よ
り
集
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
い
う
法
隆
寺
系
軒
平
瓦
は
「
忍
冬
唐
草
文
」
を
施
し
た
も
の
で
、
中
心

に
花
文
の
心
飾
を
置
き
、
左
右
に
蔓
草
を
二
〜
三
節
配
し
、
節
目
に
は
子

葉
を
も
つ
均
整
唐
草
文
を
い
う
。
こ
こ
で
は
小
田
の
所
論
に
従
う
こ
と
と

す
る
。

出
土
系
瓦
は
六
寺
院
あ
り
、
宇
佐
神
宮
を
加
入
す
る
と
七
遺
跡
と
な

る
。
小
田
は
一
〜
一
〇
類
に
分
類
し
、
九
州
独
自
性
を
も
つ
四
式
出
現
時

期
を
、
天
平
十
年
以
降
か
ら
天
平
勝
宝
八
年
ま
で
の
間
に
比
定
し
て
い

る
。
四
式
は
外
区
に
初
め
て
珠
文
帯
を
巡
ら
す
新
方
式
を
造
作
し
て
お

図３―１４ 豊前地方出
土の高句麗系軒丸瓦
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り
、
以
下
簡
略
化
し
な
が
ら
も
形
態
を
た
ど
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
一
式
が
九
州
に
出
現
す
る
ま
で
を
、
法
隆
寺
及
び
法
輪
寺
の
出
土
例

を
挙
げ
、
石
田
茂
作
と
浅
野
清
の
法
隆
寺
再
建
論
争
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
り
、
九
州
出
現
前
の
軒
平
瓦
は
、
石
田
分
類
の
二
類
に
相
当
し
て
い
る

と
結
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
一
〜
三
式
を
奈
良
時
代
前
半
、
四
式
が
奈
良

時
代
後
半
と
し
、
以
下
十
式
ま
で
順
次
変
遷
を
た
ど
る
と
さ
れ
て
い
る
。

豊
前
地
方
に
お
け
る
法
隆
寺
系
瓦
は
軒
平
瓦
の
み
で
、
軒
丸
瓦
は
発
見

さ
れ
て
い
な
い
。
一
式
は
宇
佐
地
方
の
虚
空
蔵
寺
・
法
隆
寺
・
小
倉
池
廃

寺
の
三
者
に
限
っ
て
み
ら
れ
、
相
互
関
係
が
見
受
け
ら
れ
る
。
虚
空
蔵
寺

は
宇
佐
郡
�
原
郷
に
あ
り
、
法
鏡
寺
は
辛
島
郷
に
あ
る
。
両
寺
共
に
宇
佐

お
お
か
み
ひ
ぎ

氏
と
の
関
係
が
あ
り
、
大
神
比
義
を
檀
越
と
し
た
寺
院
建
立
が
進
め
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
の
褒
章
で
、
僧

ほ
う
れ
ん

法
蓮
は
、
豊
前
の
荒
野
四
〇
町
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
宇
佐
地
方
を
担
う

人
物
と
し
て
注
目
さ
れ
、
虚
空
蔵
寺
建
立
に
十
分
関
与
し
て
い
た
可
能
性

が
導
き
出
さ
れ
る
。
虚
空
蔵
寺
・
法
鏡
寺
共
に
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
と

り
、
虚
空
蔵
寺
塔
跡
基
壇
上
か
ら
は
、
奈
良
県
高
市
郡
南
法
華
寺
境
内
出

土
と
同
笵
の
「
�
仏
」
片
、
約
六
〇
点
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目

に
値
す
る
。
ち
な
み
に
大
和
南
法
華
寺
は
、
大
宝
三
年
建
立
と
伝
え
ら

れ
、
出
土
�
仏
も
そ
の
こ
ろ
と
推
察
で
き
、
虚
空
蔵
寺
跡
の
建
立
時
期
の

根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
宇
佐
地
方
は
大
神
氏
・
宇
佐
氏

に
よ
る
宗
教
活
動
が
想
定
さ
れ
、
畿
内
と
の
密
接
な
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。

京
都
郡
の
菩
提
廃
寺
及
び
豊
前
国
分
寺
へ
の
軒
平
瓦
の
流
入
は
、
工
人

の
移
動
に
よ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
に
か
け

て
の
瓦
造
作
と
考
え
ら
れ
る
。

２

川
原
寺
系
瓦

九
州
に
お
け
る
川
原
寺
系
軒
丸
瓦
を
出
土
す
る
遺
跡
は
、
豊
前
地
方
で

は
宇
佐
地
域
の
虚
空
蔵
寺
跡
と
法
鏡
寺
の
み
で
、
筑
前
で
は
観
世
音
寺
に

一
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
観
世
音
寺
例
は
大
宰
府
史
跡
第
七
〇
次
調

査
（
観
世
音
寺
推
定
小
子
房
跡
）
か
ら
検
出
し
た
も
の
で
、
奈
良
川
原
寺

跡
出
土
軒
丸
瓦
の
六
〇
一
│
Ｃ
型
式
と
同
笵
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

宇
佐
の
両
寺
出
土
の
軒
丸
瓦
は
二
種
類
あ
り
、
Ⅰ
か
ら
Ⅱ
式
へ
の
展
開

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
Ⅰ
式
は
虚
空
蔵
寺
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る

が
、
法
鏡
寺
は
Ⅱ
式
の
み
で
、
同
系
・
同
笵
瓦
が
虚
空
蔵
寺
か
ら
法
鏡
寺

に
移
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
両
寺
出
土
瓦
の
背
景
に
つ
い
て
は
文

献
資
料
が
希
少
で
あ
り
、
古
瓦
の
導
入
や
創
立
の
事
情
を
知
る
手
掛
か
り

が
少
な
い
が
、
両
寺
の
密
接
な
関
係
を
推
察
す
る
と
、
法
隆
寺
の
項
で
記

し
た
よ
う
に
奈
良
南
法
華
寺
等
の
関
係
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

３

平
城
宮
系
瓦

京
都
郡
地
域
を
中
心
と
す
る
寺
院
跡
・
国
府
跡
等
か
ら
発
見
さ
れ
て
い

る
軒
丸
瓦
で
あ
る
。
こ
の
軒
丸
瓦
に
つ
い
て
は
若
干
の
意
見
課
題
等
が
残

さ
れ
て
い
る
。
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虚空蔵寺（1～4） 

椿市廃寺（6・7） 

豊前国分寺 
上坂廃寺 

木山廃寺 

菩提廃寺 

1

2
6

3

4

5

7

8

9

椿
市
廃
寺
跡
か
ら
出
土
し
た
複
弁
八
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
（
図
３
―
１５
・

６
）
は
、
平
城
宮
跡
出
土
の
六
二
八
四
│
Ｆ
式
と
同
笵
関
係
が
成
立
し
て

い
る
。
瓦
は
瓦
当
径
一
六
・
五
�
で
、
中
房
蓮
子
一
＋
六
個
、
外
区
珠
文

二
四
個
で
外
縁
は
高
い
線
鋸
歯
文
で
あ
る
。
こ
の
瓦
笵
を
彫
り
な
お
し
た

も
の
が
同
廃
寺
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
子
葉
と
弁
周
の
一
体
化
、
間
弁
が

連
結
し
て
複
弁
化
、
線
鋸
歯
文
か
ら
凸
鋸
歯
文
へ
の
変
化
な
ど
、
前
者
と

後
者
は
合
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
上
坂
廃
寺

跡
・
木
山
廃
寺
跡
・
豊
前
国
分
寺
跡
等
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
同
系
類
の

軒
丸
瓦
（
Ⅱ
類
・
Ⅲ
類
）
は
、
椿
市
廃
寺
出
土
の
Ⅰ
ｂ
類

か
ら
の
模
倣
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
性
格

や
背
景
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
が
、
平

城
京
出
土
軒
丸
瓦
の
年
代
が
和
銅
元
年
か
ら
養
老
五
年
ご

ろ
に
推
定
さ
れ
て
お
り
、
椿
市
廃
寺
Ⅰ
ａ
は
八
世
紀
前
半

代
、
Ⅰ
ｂ
も
そ
れ
に
近
い
年
代
が
考
え
ら
れ
、
Ⅱ
・
Ⅲ
類

は
八
世
紀
第
Ⅱ
四
半
期
ご
ろ
に
推
定
さ
れ
よ
う
。

�３

大
宰
府
系
瓦
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
大
宰
府
系
瓦
と
称
し
て
い
る
も
の
に
老
司

式
・
鴻
臚
館
式
瓦
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
両
式
祖
形
の
文

様
形
態
の
流
れ
を
有
す
る
瓦
を
、
老
司
系
瓦
、
鴻
臚
館
系

瓦
と
し
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

１

老
司
系
瓦

豊
前
地
域
か
ら
出
土
し
て
い
る
老
司
系
瓦
は
二
系
統
見

ら
れ
る
。

一
つ
は
垂
水
廃
寺
跡
及
び
大
分
廃
寺
跡
か
ら
出
土
し
て

い
る
軒
平
瓦
で
あ
る
。
ま
ず
瓦
当
面
を
観
察
す
る
と
、
大

宰
府
史
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
軒
平
瓦
五
六
〇
│
Ｂ
ａ

図３―１５ 豊前地方出土の畿内系軒先瓦
川原寺式（１・２）、法隆寺式（３～５）、平城宮系（６～９）
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垂水廃寺 

弥勒寺 

弥勒寺 

弥勒寺 

法鏡寺 

上坂廃寺 
豊前国分寺 

上坂廃寺 
木山廃寺 

菩提廃寺 

1

2

6

3

4

5

7

8

9

10

11

上坂廃寺 

豊前国分寺 

豊前国分寺 

（
老
司
Ⅱ
式
）
の
唐
草
文
と
類
似
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
老
司
Ⅱ
式
拓
影
を
裏
返
し
に
し
て
、
垂

水
廃
寺
の
軒
平
瓦
拓
影
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
蔓

草
の
造
作
こ
そ
異
な
る
が
唐
草
の
流
れ
は
極
め
て

類
似
す
る
。
更
に
、
垂
水
廃
寺
例
は
顎
部
に
宝
相

華
文
を
有
し
、
各
系
統
古
瓦
一
覧
で
も
記
し
た
よ

う
に
（
▲
印
）、
老
司
式
と
新
羅
系
瓦
を
融
合
さ

せ
た
瓦
で
あ
る
。
宝
相
華
文
は
、
豊
前
地
域
に
見

ら
れ
る
一
連
の
新
羅
系
瓦
か
ら
く
る
文
様
系
譜
と

考
え
ら
れ
る
が
、
大
宰
府
政
庁
跡
出
土
の
方
形
�

と
三
角
�
を
組
み
合
わ
せ
て
み
る
と
、
垂
水
廃
寺

例
の
顎
部
の
宝
相
華
文
と
文
様
の
構
成
が
良
く
似

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
老
司
Ⅱ
式
と
垂
水
廃
寺

例
を
直
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
大
分
廃
寺
跡

か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
宰
府
跡

と
垂
水
廃
寺
跡
と
の
間
に
新
羅
渡
来
人
を
介
在
と

し
て
、
文
化
・
経
済
的
な
繋
が
り
が
あ
っ
た
も
の

と
判
断
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
垂
水
廃
寺
例
の
年
代

を
八
世
紀
第
Ⅰ
四
半
期
に
置
き
た
い
。

二
つ
目
は
前
項
で
記
し
た
よ
う
に
、
京
都
郡
の

菩
提
廃
寺
跡
・
上
坂
廃
寺
跡
・
木
山
廃
寺
跡
・
豊

前
国
分
寺
跡
等
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ

図３―１６ 豊前地方出土の大宰府系軒先瓦
鴻臚館系瓦（１～５）
老司系瓦（６～１１）
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る
老
司
式
の
系
統
と
捉
え
ら
れ
る
軒
平
瓦
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
軒
平
瓦
に

つ
い
て
、
豊
前
国
分
寺
塔
跡
西
側
か
ら
発
見
さ
れ
た
、
扁
行
唐
草
文
軒
平

瓦
（
老
司
式
）
か
ら
の
展
開
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
天
平
十
三
年
の
国
分
寺
造
営
事
業
の
一
環
と
し
て
、
老
司
式
瓦
の
導

入
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
述
遺

跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
扁
行
唐
草
文
軒
平
瓦
（
Ⅰ
式
〜
Ⅲ
式
）
の
展
開
が

あ
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

２

鴻
臚
館
系
瓦

平
城
宮
の
瓦
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
大
宰
府
跡
出
土
の
鴻
臚
館
式
軒

瓦
も
九
州
一
円
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

豊
前
地
域
に
見
ら
れ
る
鴻
臚
館
式
軒
丸
瓦
及
び
そ
の
系
統
を
組
む
瓦

は
、
弥
勒
寺
を
は
じ
め
と
し
て
法
鏡
寺
・
小
倉
池
廃
寺
・
豊
前
国
分
寺
・

船
迫
堂
帰
り
瓦
窯
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
鴻
臚
館
標
識
軒
丸
瓦
と
す
る

大
宰
府
分
類
二
二
三
ａ
（
高
橋
分
類
Ｉ
４
ａ
）
に
最
も
類
似
す
る
も
の
に
、

弥
勒
寺
金
堂
所
用
瓦
が
あ
る
。
弥
勒
寺
は
文
献
よ
り
天
平
十
年
（
七
三

八
）
前
後
に
建
立
年
代
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
八
世
紀
前
半
代

の
当
地
方
の
鴻
臚
館
式
瓦
の
出
土
は
、
こ
の
弥
勒
寺
の
み
で
他
に
例
は
な

い
。そ

の
他
の
鴻
臚
館
式
瓦
を
組
む
軒
丸
瓦
の
展
開
は
、
八
世
紀
中
葉
以
降

と
考
え
ら
れ
、
亀
田
修
一
に
よ
り
三
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

吉
田
寛
は
豊
前
国
分
寺
採
集
瓦
に
着
目
し
、「『
笵
ズ
レ
』
か
ら
生
じ
る
瓦

当
文
様
を
指
摘
し
、
豊
前
地
方
は
同
一
モ
チ
ー
フ
の
瓦
当
文
様
を
採
用
し

な
が
ら
も
、
瓦
笵
の
タ
イ
プ
が
小
地
域
（
郡
）
で
異
な
っ
た
状
況
に
あ

る
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。
弥
勒
寺
出
土
の
軒
瓦
を
見
て
も
分
か
る
よ
う

に
、
大
宰
府
系
古
瓦
が
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
国
分
寺
建
立
以
前
に
、

大
宰
府
と
宇
佐
弥
勒
寺
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
瓦
か
ら
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
弥
勒
寺
出
現
か
ら
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
の
国
分
寺
造

営
時
期
以
降
に
亀
田
分
類
の
Ⅰ
〜
Ⅲ
類
が
展
開
し
、
瓦
工
人
に
よ
る
造
瓦

事
業
が
考
え
ら
れ
、
屋
瓦
の
補
修
や
寺
院
の
改
築
に
大
き
く
関
与
し
た
も

の
と
想
定
さ
れ
る
。

以
上
、
朝
鮮
系
瓦
・
畿
内
系
瓦
・
大
宰
府
系
瓦
に
つ
い
て
記
し
た
よ
う

に
、
豊
前
地
方
の
寺
院
及
び
官
衙
に
は
多
彩
な
古
瓦
の
変
遷
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
時
代
的
変
遷
を
た
ど
れ
ば
、
当
初
朝
鮮
三
国
の
渡
来
系
氏
族

集
団
に
よ
る
寺
院
造
営
が
あ
り
、
時
期
を
重
ね
る
よ
う
に
宇
佐
地
方
を
中

心
に
、
畿
内
色
豊
か
な
法
隆
寺
・
川
原
寺
等
の
仏
教
文
化
の
導
入
が
看
取

で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
氏
寺
的
仏
教
現
象
か
ら
律
令
国
家
機
構
に

よ
っ
て
、
国
家
仏
教
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
八
世
紀
以
降
の

豊
前
地
方
は
、
大
宰
府
の
影
響
や
国
分
寺
造
営
に
絡
み
、
老
司
式
・
鴻
臚

館
式
瓦
が
京
都
郡
地
域
、
宇
佐
地
域
に
お
い
て
発
見
で
き
る
よ
う
に
な

る
。五

豊
前
国
分
寺
の
建
立

鎮
護
国
家
へ
の
道

聖
武
天
皇
は
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
文
武
天
皇
を
父
、
藤
原
宮
子
を
母
に
持
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